
(57)【要約】

【課題】再度組付可能な構成部材または構成部材の素材

を破断分離する方法であって、破断分離される構成部材

を、所望の破断分離面に対して垂直に破断分離力を及ぼ

すことによって破断分離する方法を改良して、所望の経

過に対する実際の破断線の変位を十分に防止して、破断

分離力の作用方向で、破断分離される構成部材にプレロ

ードをかけることができるようにする。

【解決手段】破断分離力Ｆ３ ，Ｆ３ ′ を及ぼすまえに、

圧縮力Ｆ１ ，Ｆ１ ′ を構成部材１に及ぼし、圧縮力から

引張応力を形成し、引張応力の最大値が、所望の破断分

離面に対して垂直に、該破断分離面の平面上に位置する

ようにし、圧縮力によって形成される応力レベルが、依

然として構成部材１の材料の降伏点を下回るように、圧

縮力を設定し、破断分離力を及ぼす時点で、圧縮力が依

然として構成部材に存在するようにする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 再 度 組 付 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す る 方 法 で あ っ て 、
　 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 を 、 所 望 の 破 断 分 離 面 に 対 し て 垂 直 に 破 断 分 離 力 を 及 ぼ す こ と
に よ っ て 破 断 分 離 す る 方 法 に お い て 、
　 破 断 分 離 力 （ Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ ） を 及 ぼ す ま え に 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ，
Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を 構 成 部 材 （ １ ） に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １

′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） か ら 引 張 応 力 を 形 成 し 、 引 張
応 力 の 最 大 値 が 、 所 望 の 破 断 分 離 面 に 対 し て 垂 直 に 、 該 破 断 分 離 面 の 平 面 上 に 位 置 す る よ
う に し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ）
に よ っ て 形 成 さ れ る 応 力 レ ベ ル が 、 依 然 と し て 構 成 部 材 （ １ ） の 材 料 の 降 伏 点 を 下 回 る よ
う に 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を
設 定 し 、 破 断 分 離 力 （ Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ ） を 及 ぼ す 時 点 で 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ

４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） が 依 然 と し て 構 成 部 材 （ １ ） に 存 在 す る よ
う に す る こ と を 特 徴 と す る 、 再 度 組 付 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す
る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 再 度 組 付 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す る 方 法 で あ っ て 、
　 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 、 所 望 の 破 断 線 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 、 構 成 部 材 に 対 す
る 機 械 的 か つ ／ ま た は 構 造 変 化 的 な 作 用 に よ っ て 、 切 欠 効 果 を 導 入 し 、 所 望 の 破 断 分 離 面
に 対 し て 垂 直 に 破 断 分 離 力 を 及 ぼ す こ と に よ っ て 、 構 成 部 材 を 破 断 分 離 す る 方 法 に お い て
、
　 破 断 分 離 力 （ Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ ） を 及 ぼ す ま え に 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ，
Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を 構 成 部 材 （ １ ） に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １

′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） か ら 引 張 応 力 を 形 成 し 、 引 張
応 力 の 最 大 値 が 、 所 望 の 破 断 分 離 面 に 対 し て 垂 直 に 、 該 破 断 分 離 面 の 平 面 上 に 位 置 す る よ
う に し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ）
に よ っ て 形 成 さ れ る 応 力 レ ベ ル が 、 依 然 と し て 構 成 部 材 （ １ ） の 材 料 の 降 伏 点 を 下 回 る よ
う に 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を
設 定 し 、 破 断 分 離 力 （ Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ ） を 及 ぼ す 時 点 で 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ

４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） が 依 然 と し て 構 成 部 材 （ １ ） に 存 在 す る よ
う に す る こ と を 特 徴 と す る 、 再 度 組 付 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す
る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を 、 静
的 な 圧 縮 荷 重 に よ っ て 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′

， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） が 、 破 断 分 離 面 の 平 面 上 に 位 置
す る よ う に 、 か つ ／ ま た は 破 断 分 離 面 に 対 し て 平 行 に 、 構 成 部 材 （ １ ） に 作 用 す る よ う に
す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） を 、 動
的 な 圧 縮 荷 重 に よ っ て 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′

， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） が 、 破 断 分 離 面 の 平 面 上 に 位 置
す る よ う に 、 か つ ／ ま た は 破 断 分 離 面 に 対 し て 平 行 に 、 構 成 部 材 （ １ ） に 作 用 す る よ う に
し 、 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ， Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ， Ｆ ５ ′ ′ ， Ｆ ６ ， Ｆ ６ ′ ） の 最
大 値 が 、 破 断 分 離 力 （ Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ ） の 最 大 値 と 実 質 的 に 同 時 に 得 ら れ る よ う に す る 、 請
求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ） を 、 エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 少 な く と も １ つ の 楔 形 部 材 （ ２ ａ ） を
介 し て 、 所 望 の 破 断 面 の 輪 郭 線 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １
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） に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 対 抗 支 承 部 を 、 エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 楔 形 部 材 と は 反 対 側 で 、 所 望 の 破
断 面 の 輪 郭 線 に 作 用 す る 、 前 記 楔 形 部 材 （ ２ ａ ） と 同 形 の 楔 形 部 材 （ ２ ｂ ） 、 ま た は 支 持
面 、 ま た は 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） の 支 持 体 に よ っ て 形 成 す る 、 請 求 項 ３ ま た は ４
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 圧 縮 力 （ Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ ） を 、 剪 断 配 置 構 造 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） に よ っ て 、 破 断 分 離 さ
れ る 構 成 部 材 （ １ ） に 及 ぼ す 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 剪 断 配 置 構 造 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） の 第 １ の 支 持 面 が 、 剪 断 エ ッ ジ （ ６ ａ ） で 、 構 成 部
材 （ １ ） に 作 用 す る よ う に し 、 そ れ も 所 望 の 破 断 面 の 輪 郭 線 の 一 部 に 沿 っ て 位 置 し 、 か つ
破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） の 第 １ の 端 部 に 向 か っ て 延 び る よ う に 作 用 す る よ う に し 、
剪 断 配 置 構 造 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） の 、 第 １ の 支 持 面 と は 反 対 側 に 位 置 す る 第 ２ の 支 持 面
が 、 剪 断 エ ッ ジ （ ６ ｂ ） で 、 構 成 部 材 （ １ ） に 作 用 す る よ う に し 、 そ れ も 所 望 の 破 断 面 の
輪 郭 線 の 一 部 に 沿 っ て 位 置 し 、 か つ 構 成 部 材 （ １ ） の 第 ２ の 端 部 に 向 か っ て 延 び る よ う に
作 用 す る よ う に し 、 構 成 部 材 （ １ ） の 傾 動 を 防 止 し 、 剪 断 配 置 構 造 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ）
が 、 所 望 の 破 断 面 の 平 面 上 に 位 置 す る 圧 縮 応 力 を 形 成 し 、 か つ 圧 縮 応 力 と 共 に 、 圧 縮 応 力
に 対 し て 垂 直 に 作 用 す る 引 張 応 力 を 形 成 す る よ う に す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 圧 縮 力 を 、 曲 げ 配 置 構 造 （ ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ） に よ っ て 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １
） に 及 ぼ し 、 曲 げ 荷 重 の 最 大 値 が 、 所 望 の 破 断 面 の 平 面 上 に 位 置 す る よ う に す る 、 請 求 項
３ ま た は ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 三 点 式 曲 げ 配 置 構 造 と し て の 曲 げ 配 置 構 造 （ ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ） を 使 用 し 、 曲 げ 荷 重 を
及 ぼ す １ つ の 構 成 要 素 が 、 所 望 の 破 断 面 の 輪 郭 線 の 一 部 に 沿 っ て 作 用 す る 、 エ ッ ジ の シ ャ
ー プ な 楔 形 部 材 （ ７ ａ ） を 備 え て お り 、 曲 げ 荷 重 を 及 ぼ す 別 の ２ つ の 構 成 要 素 が 、 破 断 分
離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） の 、 第 １ の 構 成 要 素 に 対 し て 別 の 側 で 、 輪 郭 線 の 両 側 で 輪 郭 線 に
対 し て 等 間 隔 に 、 構 成 部 材 （ １ ） に 作 用 す る よ う に す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 圧 縮 力 （ Ｆ １ ， Ｆ １ ′ ） を 設 定 し 、 エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 少 な く と も １ つ の 楔 形 部 材 （ ２
ａ ， ２ ｂ ） が 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 （ １ ） の 表 面 に 侵 入 す る よ う に す る 、 請 求 項 ５ 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 再 度 組 付 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す る 方 法 で あ っ て
、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 を 、 所 望 の 破 断 分 離 面 に 対 し て 垂 直 に 破 断 分 離 力 を 及 ぼ す こ と
に よ っ て 破 断 分 離 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 再 度 組 立 可 能 な 構 成 部 材 ま た は 構 成 部 材 の 素 材 を 分 離 す る 際 に 、 合 理 的 な 製 作 に 関 連 し
て 、 高 い 接 合 精 度 が 重 要 と な る 領 域 で 、 有 利 な 方 法 と し て 破 断 分 離 が 実 施 さ れ 、 つ ま り た
と え ば 内 燃 機 関 分 野 に お い て 、 連 接 棒 （ コ ン ロ ッ ド ） か ら 連 接 棒 支 承 部 カ バ ー （ コ ン ロ ッ
ド ベ ア リ ン グ ギ ャ ッ プ ） を 分 離 す る か 、 ま た は ク ラ ン ク ケ ー シ ン グ か ら ク ラ ン ク 軸 支 承 部
カ バ ー を 分 離 す る 際 に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 破 断 分 離 は 、 構 成 部 材 の 種 々 異 な る 加 工 段 階 で 、 常 に 同 じ 方 法 技 術 的 な 進 行 に 基 づ い て
行 わ れ る 。 先 ず 切 欠 が 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 形 成 さ れ 、 こ の 場 合 切 欠 は 、 完 全 に ま た
は 部 分 的 に 構 成 部 材 の 輪 郭 に 沿 っ て 破 断 線 の 所 望 の 経 過 に 追 従 す る 。 切 欠 の 形 成 は 、 様 々
な 形 式 で 行 う こ と が で き 、 こ れ に 関 し て 文 献 に 極 め て 多 く の 情 報 が 記 載 さ れ て い る 。 形 成
さ れ た 切 欠 は 、 破 断 を 及 ぼ す 力 を 導 入 す る 際 に 、 破 断 経 過 を 形 成 す る 役 割 を 有 し て い る 。
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実 際 の 破 断 分 離 は 、 所 望 の 破 断 面 に 対 し て 垂 直 に 、 構 成 部 材 を 所 望 の 箇 所 で 引 き 裂 く 力 を
導 入 し て 行 わ れ る 。 し か し な が ら 実 際 に は 、 実 際 の 破 断 経 過 は 極 め て 多 く の 場 合 所 望 の 破
断 経 過 か ら 変 位 し て 見 受 け ら れ る 。 そ の 原 因 は 多 種 多 様 で あ る 。 材 料 自 体 が 原 因 と な り 得
る 。 脆 い 鋳 造 材 料 は 、 た と え ば 鍛 造 加 工 さ れ る 連 接 棒 に 提 供 さ れ る よ う な 延 性 材 料 よ り も
良 好 に 破 断 分 離 に 適 し て い る 。 材 料 自 体 の 他 に 、 基 材 の 内 部 応 力 、 不 均 質 ま た は 不 純 物 が
満 足 で き な い 破 断 経 過 の 原 因 と な り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 破 断 を 有 利 に 制 御 す る た め に 、 た と え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ２ ２ ８
８ ４ 号 明 細 書 か ら 、 破 断 領 域 を 、 位 置 的 に 制 限 さ れ た 熱 処 理 に よ っ て 、 残 り の 構 成 部 分 に
対 し て 構 造 変 化 の 途 中 で 脆 化 し て 、 局 所 的 な 多 軸 の 応 力 状 態 を も た ら す こ と が 公 知 で あ る
。 こ の よ う な 脆 化 は 種 々 異 な る 方 法 で 達 成 さ れ る 。 た と え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公
開 第 １ ９ ６ １ ７ ４ ０ ２ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ た よ う な 広 幅 の レ ー ザ 切 欠 で は 、 所 望 の 破 断 線
に 沿 っ て 材 料 が 溶 融 さ れ 、 溶 融 物 は 吹 き 出 さ れ る か ま た は 蒸 発 す る の で 、 連 続 的 な 切 欠 も
し く は 線 が 生 じ 、 ま た は 相 並 ん で 列 状 に 位 置 す る 袋 穴 が 生 じ る 。 切 欠 ま た は 孔 の 縁 部 領 域
は 、 適 当 な 構 造 を 形 成 し つ つ 脆 化 す る 。 な ぜ な ら ば 熱 が 極 め て 迅 速 に 極 め て 小 さ な 溶 融 領
域 か ら 残 り の 構 成 部 分 に 伝 達 さ れ る か ら で あ る 。 脆 化 に 関 連 す る 多 次 元 的 な 応 力 状 態 に よ
っ て 、 微 視 的 な 、 硬 化 （ 焼 き 入 れ ） さ れ た 亀 裂 が 生 じ る 恐 れ が あ り 、 硬 化 さ れ た 亀 裂 は 所
望 さ れ る が 、 応 力 状 態 と 同 様 に 、 所 望 の 破 断 線 に 対 し て 任 意 の 角 度 で 延 び て い て 、 か つ 応
力 状 態 と 同 様 に 、 破 断 分 離 力 の 導 入 に よ っ て 破 断 が 及 ぼ さ れ る 場 合 に 、 破 断 線 の 「 変 位 」
の 原 因 と な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 欧 州 特 許 公 開 第 ０ ６ ６ １ １ ２ ５ 号 明 細 書 か ら 、 破 断 を 有 利 に 制 御 す る た め に 、 先 ず 力 を
あ と で 導 入 さ れ る 破 断 分 離 力 に 向 か っ て 構 成 部 材 に 及 ぼ す こ と が 公 知 で あ り 、 こ こ で は プ
レ ロ ー ド は 分 離 さ れ る 構 成 部 材 の 降 伏 点 を 下 回 っ て い る 。 こ れ に よ っ て 実 際 の 破 断 分 離 に
と っ て 必 要 な 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 こ と こ と は 、 導 入 さ れ る 実 際 の 破 断 分 離 力 の で き
る だ け 急 な 増 加 勾 配 を 達 成 す る た め の 前 提 条 件 を 成 す 。 急 な 増 加 勾 配 は 、 破 断 形 成 を 制 御
し て 、 破 断 経 過 に ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 を 及 ぼ す が 、 静 的 な プ レ ロ ー ド が 比 較 的 大 き な 構 成 部
材 領 域 で 作 用 し て い る こ と に よ っ て 、 前 述 の 原 因 に よ る 破 断 線 の 不 都 合 な 変 位 を 回 避 す る
こ と は で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ２ ２ ８ ８ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ６ １ ７ ４ ０ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 欧 州 特 許 公 開 第 ０ ６ ６ １ １ ２ ５ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た よ う な 形 式 の 、 再 度 組 立 可 能 な 構 成 部 材 ま た
は 構 成 部 材 の 素 材 を 破 断 分 離 す る 方 法 を 改 良 し て 、 一 方 で は 所 望 の 経 過 に 対 す る 実 際 の 破
断 線 の 変 位 を 十 分 に 防 止 し て 、 他 方 で は 破 断 分 離 力 の 作 用 方 向 で 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部
材 に プ レ ロ ー ド を か け る こ と が で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 破 断 分 離 力 を 及 ぼ す ま え に 、 圧 縮 力
を 構 成 部 材 に 及 ぼ し 、 圧 縮 力 か ら 引 張 応 力 を 形 成 し 、 引 張 応 力 の 最 大 値 が 、 所 望 の 破 断 分
離 面 に 対 し て 垂 直 に 、 該 破 断 分 離 面 の 平 面 上 に 位 置 す る よ う に し 、 圧 縮 力 に よ っ て 形 成 さ
れ る 応 力 レ ベ ル が 、 依 然 と し て 構 成 部 材 の 材 料 の 降 伏 点 を 下 回 る よ う に 、 圧 縮 力 を 設 定 し
、 破 断 分 離 力 を 及 ぼ す 時 点 で 、 圧 縮 力 が 依 然 と し て 構 成 部 材 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 方 法 は 、 従 属 請 求 項 に 記 載 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 方 法 は 、 プ レ ロ ー ド の 、 破 断 を ポ ジ テ ィ ブ に 制 御 す る 成
分 は 、 所 望 の 破 断 面 に 作 用 す る 成 分 だ け で あ り 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に お け る 、 通 常
の プ レ ロ ー ド の 形 成 を 伴 う 残 り の 応 力 状 態 も 共 に 形 成 さ れ る が 、 破 断 進 行 の ポ ジ テ ィ ブ な
制 御 に と っ て は 有 効 で な い 、 と い う こ と か ら 出 発 し て い る 。 し た が っ て 実 質 的 に 専 ら 所 望
の 破 断 面 で 、 破 断 面 に 対 し て 垂 直 に 作 用 す る 引 張 応 力 を 形 成 す る よ う な 手 段 を 見 出 す 必 要
が あ る 。 こ の よ う な 思 想 に 基 づ い て 、 所 望 の 破 断 面 に 対 し て 垂 直 の 所 望 の 引 張 応 力 は 、 破
断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 、 所 望 の 破 断 面 の 平 面 上 に 圧 縮 応 力 ま た は 曲 げ 応 力 の 最 大 値 を 有
す る 力 が 及 ぼ さ れ る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 、 と い う こ と が 判 っ た 。 破 断 平 面
に 対 し て 垂 直 の 所 望 の 引 張 応 力 は 、 縦 応 力 に 対 す る 横 応 力 の 比 が 約 ０ ． ３ で あ る 鋼 の 場 合
に 所 与 さ れ る 、 材 料 に 依 存 す る 横 構 造 に よ っ て 生 じ る 。 こ れ の 意 味 す る と こ ろ に よ れ ば 、
鋼 材 料 を 前 提 と し て 、 破 断 平 面 上 の 圧 縮 応 力 に 対 す る 破 断 平 面 に 対 し て 垂 直 の 引 張 応 力 の
比 は １ ： ０ ． ３ で あ る 。 こ の 場 合 構 成 部 材 に 及 ぼ さ れ る 力 は 、 僅 か な 表 面 変 形 を 度 外 視 す
る と 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 を 塑 性 変 形 し て は な ら ず 、 静 的 ま た は 動 的 に 作 用 す る 力 で
あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 利 点 に よ れ ば 、 そ の よ う に 形 成 さ れ る 引 張 応 力 の 最 大 値 が 、 所 望 の
破 断 面 上 に 位 置 し 、 こ の こ と に よ っ て 一 方 で は 切 欠 効 果 が 形 成 さ れ 、 他 方 で は 所 望 の 破 断
面 に 対 し て 垂 直 に 作 用 す る プ レ ロ ー ド が 生 じ 、 プ レ ロ ー ド は 、 実 際 の 破 断 分 離 に 必 要 な 力
を 低 減 し 、 こ れ に よ っ て 破 断 力 の 大 き な 増 加 勾 配 の 前 提 条 件 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 及 ぼ さ れ る 引 張 応 力 は 、 結 果 と し て 切
欠 効 果 に 相 当 し 、 ま た 適 当 な 材 料 の 場 合 、 構 造 変 化 に よ る 切 欠 効 果 の 形 成 お よ び ／ ま た は
切 欠 の 形 成 は 、 全 体 的 ま た は 部 分 的 に 省 略 す る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し て 不 良 の 破 断 分
離 特 性 を 有 す る 極 め て 粘 性 の あ る 材 料 で は 、 前 述 し た 公 知 の 慣 用 の 切 欠 手 段 を 使 用 し て 、
本 発 明 に よ る 方 法 の 追 加 的 な 使 用 に よ っ て 、 破 断 分 離 を 可 能 と す る 範 囲 を 大 幅 に 拡 大 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 基 づ い て 作 用 す る 引 張 応 力 は 、 所 望 の 効 果 を 達 成 す る た め に 、 種 々 異 な る 形 式
で 構 成 部 材 に 作 用 す る 圧 縮 力 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 所 望 の 破 断 線 の
少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 作 用 す る 、 エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 単 数 ま た は 複 数 の 楔 形 部 材 を 介 し
て 、 圧 縮 力 を 及 ぼ す こ と が で き る 。 こ の 場 合 圧 縮 力 対 抗 支 承 部 は 、 楔 形 部 材 と は 反 対 側 に
位 置 す る 同 形 の 楔 形 部 材 、 ま た は 扁 平 な 支 持 面 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 及 ぼ さ れ
る 圧 縮 力 の 作 用 は 、 所 望 の 破 断 線 の 、 圧 縮 力 で 負 荷 さ れ る 部 分 が 大 き い ほ ど 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 有 利 に は 、 圧 縮 力 を 、 剪 断 配 置 構 造 を 介 し て 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 及 ぼ す
こ と が で き る 。 こ の 場 合 剪 断 配 置 構 造 は 、 圧 縮 応 力 の 最 大 値 が 所 望 の 破 断 面 の 平 面 上 に 位
置 す る よ う に 、 構 成 部 材 に 作 用 す る 。 こ こ で は 剪 断 配 置 構 造 は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る
、 構 成 部 材 の 輪 郭 線 の 一 部 に 沿 っ て 接 触 す る 剪 断 エ ッ ジ に よ っ て 作 用 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 簡 単 で 有 利 な 方 法 に よ れ ば 、 圧 縮 力 は 、 曲 げ 配 置 構 造 に よ っ て 、 破 断 分 離 さ れ る
構 成 部 材 に 及 ぼ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 述 の 配 置 構 造 を 用 い て 動 的 な 圧 縮 力 を 及 ぼ す 場 合 、 圧 縮 力 は 、 形 成 さ れ る 引 張 応 力 の
最 大 値 が 実 際 の 破 断 分 離 力 の 最 大 値 と 実 質 的 に 同 時 に 達 成 さ れ る よ う に 、 及 ぼ さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 示 の 実 施 例 を 用 い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に 説 明 を 判 り や す く す る の に 用 い た 試 験 体 に つ き 破 断 分 離 法 を 説 明 す る 。 本 発 明 に
よ る 方 法 は 、 も ち ろ ん 破 断 分 離 に 適 し た 全 て の 構 成 部 材 に 用 い る こ と が で き る 。 有 利 な 適
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用 分 野 は 、 支 承 部 配 置 構 造 、 た と え ば 内 燃 機 関 の 連 接 棒 支 承 部 ま た は ク ラ ン ク 軸 支 承 部 の
破 断 分 離 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に は 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 １ を 側 面 図 で 示 し た 。 こ こ で は 破 断 は 所 望 の 破 断 線
３ に 沿 っ て 行 う よ う 所 望 さ れ る 。 こ の よ う な 破 断 を 達 成 す る た め に 、 先 ず ２ つ の 楔 形 部 材
（ Keil） ２ ａ ， ２ ｂ を 介 し て 圧 縮 力 が 構 成 部 材 １ に 及 ぼ さ れ る 。 こ こ で は 楔 形 部 材 ２ ａ ，
２ ｂ は 、 シ ャ ー プ な 尖 端 ま た は エ ッ ジ で 、 点 状 ま た は 線 状 に 所 望 の 破 断 線 ３ に 沿 っ て 、 つ
ま り 所 望 の 破 断 面 の 輪 郭 線 に 沿 っ て 当 接 さ れ る 。 こ こ で は 楔 形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ は 構 成 部 材
１ の そ れ ぞ れ 反 対 側 で 互 い に 接 近 す る よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 形 成 さ れ る 圧 縮 応 力 の
最 大 値 は 、 所 望 の 破 断 面 の 平 面 上 に 位 置 し 、 そ の 結 果 と し て 破 断 面 に 対 し て 垂 直 に 作 用 す
る 引 張 応 力 が 生 じ る 。 こ の 場 合 、 所 望 の 破 断 線 の 、 楔 形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ で 負 荷 さ れ る 部 分
は 、 所 望 の 破 断 線 ３ の 全 長 で 測 定 し て で き る だ け 大 き く な っ て い る と 有 利 で あ る 。 ま た 楔
形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 構 造 的 な 特 徴 に 基 づ い て 所 望 の 破 断 線 ３ に 対 す る 実 際 の 破 断 線 の 偏
差 が 予 想 さ れ る か 、 ま た は 試 験 に よ っ て 規 定 さ れ た 箇 所 で 、 破 断 線 ３ に 沿 っ て 作 用 す る こ
と が で き る と 有 利 で あ る 。 圧 縮 力 は 楔 形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ に よ っ て 及 ぼ す こ と が で き 、 そ れ
も 両 方 の 楔 形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ が １ つ の 駆 動 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 同 じ 力 で ア ク テ ィ ブ
に 構 成 部 材 に 作 用 す る よ う に 及 ぼ す こ と が で き る 。 も ち ろ ん 力 を 、 駆 動 装 置 を 介 し て 専 ら
第 １ の 楔 形 部 材 ２ ａ か ら ア ク テ ィ ブ に 作 用 さ せ 、 こ れ に 対 し て 第 ２ の 楔 形 部 材 ２ ｂ が パ ッ
シ ブ な 対 抗 支 承 部 と し て 作 用 す る よ う に す る こ と も で き る 。 さ ら に ま た 対 抗 支 承 部 と し て
作 用 す る 第 ２ の 楔 形 部 材 ２ ｂ を 、 対 抗 支 承 部 と し て 作 用 す る 支 持 面 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て
代 用 す る か 、 ま た は 対 抗 支 承 部 の 機 能 を 構 成 部 材 の 支 持 体 （ Einspannung） （ 図 示 せ ず ）
に 移 行 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 構 成 部 材 １ に お け る 力 関 係 も し く は 応 力 関 係 の 以 下 の 説 明 に 関 し て 、 両 方 の 楔 形 部 材 ２
ａ ， ２ ｂ を 介 し て そ れ ぞ れ 力 Ｆ １ も し く は 力 Ｆ １ ′ が 構 成 部 材 １ に 及 ぼ さ れ る こ と が 前 提
と な っ て い る 。 し た が っ て 力 Ｆ １ お よ び 力 Ｆ １ ′ は 、 構 成 部 材 １ に お け る 圧 縮 応 力 経 過 ４
′ を 有 し て お り 、 圧 縮 応 力 経 過 ４ ′ は 図 １ に 示 し た 。 圧 縮 応 力 ４ ′ の 最 大 値 は 、 力 Ｆ １ ，
Ｆ １ ′ の 作 用 す る 平 面 、 つ ま り 所 望 の 破 断 面 上 に 達 成 さ れ る 。 圧 縮 応 力 を 介 し て 形 成 さ れ
た 、 圧 縮 応 力 に 対 し て 垂 直 に 作 用 す る 引 張 応 力 は 、 引 張 応 力 経 過 ４ に 追 従 し て い て 、 こ の
場 合 、 一 方 で は 、 所 望 の 破 断 面 の 方 向 に お け る 切 欠 効 果 に 相 当 す る 、 構 成 部 材 １ の 荷 重 を
表 し 、 ま た 他 方 で は 、 切 欠 効 果 下 で 、 仮 想 の 力 Ｆ ２ ， Ｆ ２ ′ に 起 因 す る よ う な 、 所 望 の 破
断 面 に 対 し て 垂 直 方 向 の 構 成 部 材 １ の プ レ ロ ー ド （ Vorspannung； 予 荷 重 ） に 相 当 す る 荷
重 を 表 し 、 そ の 違 い に よ れ ば 、 仮 想 の 力 Ｆ ２ ， Ｆ ２ ′ は 応 力 状 態 を 、 所 望 の 破 断 面 の 直 ぐ
傍 の 小 さ な 構 成 部 材 領 域 だ け で な く 、 構 成 部 材 １ 全 体 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 破 断 分 離 の 過 程 は 、 前 述 の 配 置 構 造 で は 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 １ に 、 先 ず 楔 形 部 材
２ ａ ， ２ ｂ に よ っ て 破 断 線 ３ の 一 部 に 沿 っ て 力 Ｆ １ ， Ｆ １ ′ が 及 ぼ さ れ る よ う に 進 行 す る
。 こ の よ う な 負 荷 状 態 下 で 、 実 際 の 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ は 、 所 望 の 破 断 面 に 対 し て 垂
直 に 構 成 部 材 １ に 及 ぼ さ れ 、 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ は 、 破 断 線 ３ に 沿 っ て 構 成 部 材 １ を
部 分 １ ａ ， １ ｂ に 引 き 裂 く 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 所 望 の 破 断 分 離 面 の 領 域 に お け る 負 荷 状 態 に よ っ て 、 破 断 を 形 成 す る 最 初 の 亀 裂 （ Star
triss） が 形 成 さ れ 、 そ れ も 亀 裂 が 最 大 応 力 に 追 従 す る よ う に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ っ て 構
成 部 材 １ の 別 の 領 域 へ の 破 断 面 の 移 行 を ほ と ん ど 防 止 す る こ と が で き る 。 構 成 部 材 １ の 負
荷 状 態 は 破 断 分 離 過 程 の 間 に 減 少 し 、 さ ら に 破 断 分 離 に 必 要 な 力 も 減 少 し 、 こ の こ と は 、
既 に 説 明 し た よ う に 、 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ の 速 度 増 加 度 を 高 め る の に 利 用 す る こ と が で き る 。
前 述 の 進 行 と は 異 な っ て 、 力 Ｆ １ ， Ｆ １ ′ は 、 動 力 学 的 な 過 程 で も 、 破 断 分 離 過 程 の 間 、
つ ま り 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ と 同 時 に 構 成 部 材 １ に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で は
、 力 Ｆ １ ， Ｆ １ ′ お よ び 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ は 、 実 質 的 に 同 時 に 破 断 分 離 を も た ら す
最 大 値 に 達 す る よ う 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に は 、 破 断 面 の 領 域 で 、 破 断 分 離 さ れ る 構 成 部 材 に 圧 縮 応 力 を も た ら す 別 の 実 施 例
を 示 し た 。 剪 断 配 置 構 造 は 、 ２ つ の 剪 断 ジ ョ ー ５ ａ ， ５ ｂ と 対 抗 支 承 部 ５ ｃ と か ら 成 っ て
い る 。 剪 断 配 置 構 造 は 、 剪 断 エ ッ ジ ６ ａ ， ６ ｂ で 、 破 断 線 ３ （ こ こ で も 所 望 の 破 断 面 の 輪
郭 線 に 相 当 す る ） の 一 部 に 沿 っ て 、 構 成 部 材 １ に 作 用 す る 。 剪 断 ジ ョ ー ５ ａ ， ５ ｂ に 力 Ｆ

４ ， Ｆ ４ ′ が 作 用 し 、 力 Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ は 、 構 成 部 材 １ に 圧 縮 応 力 を 形 成 し 、 圧 縮 応 力 は 所
望 の 破 断 面 の 領 域 で 最 大 値 を 有 し て い る 。 圧 縮 応 力 を 介 し て 形 成 さ れ た 引 張 応 力 は 、 図 １
に 関 し て 説 明 し た も の と 同 様 の 作 用 、 つ ま り 一 方 で は 破 断 面 に 切 欠 効 果 を も た ら す 作 用 を
有 し て い て 、 ま た 他 方 で は 破 断 面 に 対 し て 垂 直 に プ レ ロ ー ド を も た ら す 作 用 を 有 し て い る
。 破 断 分 離 過 程 自 体 も 図 １ に 関 し て 説 明 し た も の と 相 違 し な い の で 、 該 当 個 所 を 参 照 さ れ
た い 。 こ こ で も 剪 断 力 Ｆ ４ ， Ｆ ４ ′ の 、 静 的 ま た は 動 的 な 作 用 は 、 既 に 図 １ に 関 し て 記 載
し た も の と 同 様 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 所 望 の 応 力 状 態 を 形 成 す る た め に 、 純 粋 な 圧 縮 応 力 を 介 し て 形 成 す る こ と （ こ れ に つ い
て は 図 １ お よ び 図 ２ の 実 施 例 に 記 載 し た ） の 他 に 、 曲 げ 配 置 構 造 を 介 し て 適 当 な 作 用 を 達
成 す る こ と も で き る 。 こ の た め に 図 ３ に は 、 一 例 と し て 用 い た 、 三 点 式 － 曲 げ 負 荷 に さ ら
さ れ る 構 成 部 材 １ を 備 え た 配 置 構 造 を 示 し た 。 こ こ で は エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 楔 形 部 材 ２ ａ
は 、 構 成 部 材 １ の 破 断 線 ３ の 一 部 に 沿 っ て 作 用 し 、 楔 形 部 材 ２ ａ を 介 し て 圧 縮 力 Ｆ ５ が 所
望 の 破 断 面 の 平 面 に 向 か っ て 作 用 す る 。 構 成 部 材 １ の 、 楔 形 部 材 ７ ａ と は 反 対 側 で 、 楔 形
状 の ２ つ の 構 造 物 ７ ｂ ， ７ ｃ が 、 そ れ ぞ れ 破 断 線 ３ の 両 側 で 破 断 線 に 対 し て 等 間 隔 で 配 置
さ れ て お り 、 構 造 物 （ 楔 形 部 材 ） ７ ｂ ， ７ ｃ は 、 構 成 部 材 １ を 、 圧 縮 力 Ｆ ５ に 抗 し て 対 抗
力 Ｆ ５ ′ ， Ｆ ５ ′ ′ で 負 荷 す る 。 前 述 の 力 関 係 に よ っ て 、 構 成 部 材 １ に 曲 げ 応 力 が 生 じ 、
エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 楔 形 部 材 ７ ａ に 対 抗 す る 、 曲 げ 応 力 の 最 大 値 は 、 楔 形 状 の 構 造 物 ７ ｂ
， ７ ｃ の 間 の 中 央 で 、 線 ８ に 沿 っ て 、 図 ３ の 図 平 面 に 対 し て 垂 直 に 延 び て い る 。 曲 げ 応 力
の 結 果 と し て 引 張 応 力 が 生 じ 、 引 張 応 力 は 所 望 の 破 断 面 に 対 し て 垂 直 に 作 用 し 、 か つ 曲 げ
応 力 と 同 様 に 、 最 大 値 は 、 線 ８ に 沿 っ て 達 成 さ れ る 。 こ こ で は 曲 げ 過 程 自 体 は 次 の よ う に
進 行 し 、 つ ま り 先 ず 構 成 部 材 １ に 、 エ ッ ジ の シ ャ ー プ な 楔 形 部 材 ７ ａ を 介 し て 、 圧 縮 力 Ｆ

５ と 楔 形 の 構 造 物 ７ ｂ ， ７ ｃ と に よ っ て 曲 げ 応 力 が も た ら さ れ て 、 曲 げ 応 力 と 共 に 引 張 負
荷 が も た ら さ れ る 。 記 載 し た よ う に 、 引 張 負 荷 の 最 大 値 は 線 ８ 上 に 位 置 す る 。 こ の よ う な
応 力 状 態 下 で 、 実 際 の 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ が 構 成 部 材 １ に 及 ぼ さ れ る （ 破 断 分 離 力 Ｆ

３ ， Ｆ ３ ′ は 、 引 張 応 力 と 同 様 に 破 断 分 離 面 に 対 し て 垂 直 に 作 用 す る ） と 、 線 ８ に 、 つ ま
り 最 大 曲 げ 応 力 の 領 域 、 ひ い て は 最 大 引 張 負 荷 の 領 域 で 、 亀 裂 が 形 成 さ れ 、 亀 裂 は 破 断 面
に 沿 っ て 、 ひ い て は 破 断 線 ３ に 沿 っ て 進 行 し 、 こ の 場 合 最 大 曲 げ 応 力 ひ い て は 引 張 応 力 の
状 態 は 、 亀 裂 の 先 端 部 と 共 に 移 行 し 、 こ の 場 合 増 加 さ れ る の で 、 亀 裂 は 常 に 応 力 最 大 値 に
沿 っ て 延 び 、 こ れ に よ っ て 亀 裂 の 変 位 は 十 分 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 も ち ろ ん 前 述 の 曲 げ 配 置 構 造 に 関 し て 、 圧 縮 力 Ｆ ５ と 対 抗 力 Ｆ ５ ′ ， Ｆ ５ ′ ′ と を 動 力
学 的 に 構 成 部 材 １ に 及 ぼ す こ と も で き 、 こ の 場 合 で も 、 記 載 の 配 置 構 造 を 介 し て 形 成 さ れ
た 曲 げ 応 力 ひ い て は こ れ に よ っ て 生 じ る 引 張 応 力 は 、 そ の 最 大 値 が 、 構 成 部 材 １ に 及 ぼ さ
れ る 破 断 分 離 力 Ｆ ３ ， Ｆ ３ ′ の 最 大 値 と ほ ぼ 同 時 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 述 の 破 断 分 離 方 法 に 対 し て 補 足 的 に 、 こ の 方 法 に 関 し て 、 公 知 の 方 法 と 同 様 に 、 所 望
の 破 断 線 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け る こ と も で き る 。 こ の 場 合 切 欠 は 、 公 知 の 方 法 で 、 た と え ば
レ ー ザ 光 線 を 用 い た 表 面 の 溶 融 、 機 械 的 な 切 削 、 ま た は 構 造 変 化 な ど に よ っ て 、 破 断 分 離
さ れ る 構 成 部 材 に 形 成 さ れ る 。 切 欠 は 、 特 に 粘 性 材 料 、 た と え ば 鍛 造 加 工 さ れ る 連 接 棒 で
使 用 さ れ る よ う な た と え ば 延 性 鋼 の 破 断 分 離 を 助 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 述 の 切 欠 の 形 成 は 、 図 １ に 関 し て 説 明 し た 配 置 構 造 で も 、 有 利 に は 次 の よ う に し て 達
成 さ れ 、 つ ま り 圧 縮 力 Ｆ １ ， Ｆ １ ′ を 及 ぼ す 際 に 圧 縮 力 Ｆ １ ， Ｆ １ ′ を 測 定 し て 、 図 ４ に
示 し た よ う に 、 楔 形 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ の 刃 部 ９ ａ ， ９ ｂ が 構 成 部 材 １ の 表 面 に 侵 入 し て 、 そ
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の 結 果 所 望 の 応 力 状 態 の 他 に 亀 裂 形 成 に 有 利 な 切 欠 が 生 じ る よ う に す る こ と に よ っ て 達 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 方 法 に よ る 破 断 分 離 の 記 載 の 実 施 例 は 、 単 に 例 示 的 な 性
質 を 有 し て い る に 過 ぎ な い 。 当 業 者 は 、 公 知 の 手 段 お よ び 方 法 を 用 い て 、 本 発 明 の 方 法 を
、 考 え ら れ る 全 て の 破 断 分 離 に 適 合 さ せ る か 、 ま た は 変 化 さ せ て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 楔 形 部 材 を 介 し て 圧 縮 力 を 及 ぼ す 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 剪 断 配 置 構 造 を 介 し て 圧 縮 力 を 及 ぼ す 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 三 点 式 － 曲 げ 配 置 構 造 を 介 し て 圧 縮 力 を 及 ぼ す 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 僅 か な 表 面 変 形 と 同 時 に 楔 形 部 材 を 介 し て 圧 縮 力 を 及 ぼ す 手 段 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 構 成 部 材 １ 、 　 ２ ａ ， ２ ｂ 　 楔 形 部 材 、 　 ３ 　 破 断 線 、 　 ４ 　 引 張 応 力 経 過 線 、 　 ４ ´
　 圧 縮 応 力 経 過 線 、 　 ５ ａ ， ５ ｂ 　 剪 断 ジ ョ ー 、 　 ５ ｃ 　 対 抗 支 承 部 、 　 ６ ａ ， ６ ｂ 　 剪
断 エ ッ ジ 、 　 ７ ａ 　 楔 形 部 材 、 　 ７ ｂ ， ７ ｃ 　 構 造 物 、 　 ８ 　 線 、 　 ９ ａ ， ９ ｂ 　 刃 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(8) JP 2005-305646 A 2005.11.4



【 図 ４ 】
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